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論文　等価単層偏心 系モ デル に よる連 層 耐震壁付き多層 偏心 骨組 の 非線 形

　　　　応答の 推定
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η

要旨 ：本論文 で は ，全 体降伏型 の フ レ
ーム か ら成 る連層耐震壁 付 き多層偏 心骨組 が水 平 2方

向地 震入力 を受け る場合を対象 と して， 1質点 3 自由度の 等価単層偏心系モ デル へ の 縮約方

法を示 し ， 多層偏心骨組 の 非線形 時刻歴 応答 解析に よ り本モ デル の 妥当性 を検証 した
。 検討

の 結果，本論文 で 示 し た 手法に よ り縮約 し た 等価単層偏心系 モ デ ル を用 い て ，連層耐 震壁付

き多層偏心 骨組 の 最大応答変位が概ね推 定可能 で あ る こ とがわ か っ た。
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1．　 は じめ に

　筆者 らは ，偏 心建物 を対象 と した等価 1 自由

度系 モ デ ル に よ る簡便な非線形地震応答推定手

法をテ
ー

マ に，単層お よび立面的に整形 な多層

偏心建物の 非線形応答推定手法の 展 開を行 っ て

きた
1）〜4）

。 本手法で は，非線形応答推定の た め

の 簡略化モ デル として 1質点 3 自由度の 等価単

層偏心 系モ デル と等価 1 自由度系 モ デル の 2 種

類 の縮約モ デル
1）A”4）

を用 い て お り，複雑な 挙動

を示す多層立体骨組の 挙動 を容易に把握可能 と

なる特徴 を有す る。文献 1），2）で は，重心 が 同

一
鉛 直線上 にあ り偏 心比 ，弾力 半径比 が 全層 で

等 しい 多層 せ ん 断型 モ デル を対象 と し て ，等価

単層偏 心系 モ デ ル の 定式化 を行 っ た 。 しか しな

が ら，立面 的に整 形 な連層耐震壁 付 き フ レ
ーム

を含む多層偏心建 物 で は ，
一

般に連層耐震壁 の

曲げ変形の 影響に より各層で 剛心位置が大きく

異 なるた め ，
こ の 場合で の 文献 1），

2）の 等価単

層偏心系モ デ ル の 適用可能性に っ い て は疑問点

が残 る
「
。

　 本論文 で は ， 各階平面 が同
一形状で 重心が同

一
鉛直線上 にあ り，各構面が全体降伏型 を形成

す る連層耐震壁 付き多層偏心骨組 を対象 と して，

1 質点 3 自由度の 等価単層偏心系 モ デル へ の 縮

約 方法 を示す。次 い で，本 モ デル の 妥当性 を非

線形 時刻歴応答解析に よ り検証す る。

2． 等価単 層偏心 系モ デル へ の 縮約

　等価単層偏心系 モ デル の作成手順 を以 下に示

す 。
こ こ で ， 本論で 対象 とす る多層偏心建物 は

各階重 心 が 同
一鉛直線上 に あ り， 式（1）で 定義 さ

れ る 回転 半径 r が全 て の 階で 等 しい もの とす る 。

　　　・ 「 凧 一凧 一…一凧 　　（1）

　こ こ で ，mi ，ね 各階質量お よ び 各階回転慣性

質量で ある。

1 ）各構面の 静的漸増載荷解析 を
一

定の 外力分

　　布 によ り独立 に行 い ，復元力 fRXi，　fRn と変

　　位 dxム，
　 dm を得る 。 本研 究で は ， 全 て の 構

　　面 で 外 力分布 と し て Ai 分布 を用 い る 。

2 ）基準 モ
ー

ド形 ΦSi を逆三 角 形 と仮定 し，式（2），

　　（3）よ り等 価質量 MTI
’

，等価回転慣性 質量

　　∬ガを定め る。

Mr
】

噸
＝lls）mPSiTM。1，ln

噸
；β3】Ψs1Tlo1

　　 鸛　　　 O

MD ＝ 　　　  

　　 O　　　 MN　　　　　　　回
偏 瀞論 一｛1 … 1｝

T

（2）

（3）

（4）

3 ）式（5），（6＞より各構面 の 等価復元力 Cx，
’
，9n

’

　　と等価変位 dXi
’

，　 dri
’
を得 る。

e．

’
． fi、、rp，、

Tf

。、、，d。，

’
．
蝓

τ

撃 （，）
　　　　　　　　　　　Mri

餌 ．fi、、r，、、

TfRy

、
，・

，、

’
。鰓 撃 （、）

　　　　　　　　　　 Mri
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　こ こ で ，各構面 の等価復元力 偽
寧
，9ri

’
は各構

面の 転倒モ ーメ ン トを等価高 さで除 したもの に

相当し，等価変位 dN∴ 砺
寧
は，等価高 さで の 変

位に相 当す る 。 等価単層偏心系 モ デ ル の 非線形

運 動 方程式 は 文献2）と 同様に 式（7）で 表 され る。

M
。
通

，
＋ C

，
a

，
＋f

。，
一一M

。
・a

覗矧
d

，

T 一μ譎
寧

OI
寧
｝

fRTT・姆1

申
R

，、

’
M

。 、

寧
｝

a
巴丁
＝a

丁x
’ag

　r
＋ aTV 鹽agy

a
，、

T ＝｛100 嫉 YT
＝｛010 ｝

（7）

（8）

（9）

（10）

（ll）

（12）

　こ こ で ，MT ，　 CT ； 等価単層偏心系 モ デ ル の

質量 マ トリク ス お よび 減衰 マ トリク ス ，dT，

fRT ：等 価単層 偏心系 モ デ ル の 重 心 で の 等価変位

ベ ク トル お よ び 等価復元 力ベ ク トル ，agx ，　 agr

は そ れ ぞれ 地 動加速度 の X ，Y 成分 で ある。

　重心 で の 等価変位ベ ク トル dT と等価 変位 dXi
’

，

dri
’
の 関係 ， お よび等価復元力 ベ ク トル fRTと各

構 面 の 等価復元力 Gガ，9ri
’
の 関係 は，重心を原

点に取 る ときの 各構面 の 位置 を IXi，　lrjとす る と

等価高 さ位 置 で の 剛床仮 定 に基 づ く変形 の 適合

条件お よ び 各構面等価復元力 の 釣合 条件 よ り式

（13），（14）で表 され る。
　　　　サ　　　　　　　　
　　　d

．
． Xl ＋ ln  i　，dri＝r

，

−1
濯
0

，　　 （13）

　　　　　Σ9ガ
　 　 　 　 　 　 ゴ

fR
τ

一 　　　Σ9ガ
　 　 　 　 　 　 ノ

　　Σe．

’

　・ir
、

一
Σρガ・IXJ

　 　 　 i　　　　　　　　　 ノ

（14）

3， 解析諸元

3。1．解析建物モ デル

　 解析対象は ， 図
一1 に 示す X 方向 5m × 5 ス

パ ン ，Y 方向が 5m × 3 ス パ ン の 矩形平面を持 っ

7 層建物 モ デル で あ る．各階床 の慣性質量 m と

回 転慣性質量 1 は 450ton，3．19xlO4t。 n ・m2
， 階高

は 1層で 4．05m ， 2 層 以上 で 3．60m とした。使

用 コ ン ク リ
ー

トは Fc45 ，使用鉄筋 は主筋 で は

SD390 ， せ ん 断補強筋で は SD295 と仮 定 した 。

基礎 は固定 とした 。 各構面は，崩壊形が各梁端

部 と柱 お よび耐 震壁の 1層脚部で 降伏 ヒ ン ジを

形成す る 全体降伏形 を形成 す るもの と し，梁降

伏が先行する よ うに主筋量 を決定 し た．各 構面

の 主筋量を表一1 に示す 。なお，せ ん断補強筋

は，全 て の 部材で せ ん 断破壊が 生 じな い よ うに

十分な量が配筋 され て い る もの とす る 。 各 層の

　 　 　 　 　 　 　 　 耐 震 璧
　 　 耐震壁

癰饗；
　 XI 　X2 　×3　× 4 　×5　×6

　 　 　 5　 5m ＝25m

（a ） 各 階 略伏 図

日

熔．
鵠
田

日

8．
n

 

宰
口

8．
曽

　 こ こ で ，文 献1），2）と本 論 文 で の 縮約 方法 の

違い は，前者で は せ ん 断型 モ デル を用 い て各構

面に対 して
一

定の変位分布を強制 させ た静的漸

増載荷解析結果 に基づ く
一方 ， 本論 文 で は骨組

モ デル を用 い て
一

定 の 外力分布 に よ る静的漸増

載荷解析 結果に 基 づ く点 で ある。これ は ，本論

文で の 等価単層偏心系 モ デル で は等価高 さ位置

で の 釣合 条件 と適合条件 を満足 させ る
一

方，文

献 1），2）とは異な り全構面の 変位分布が 同
一

で

ある事を仮定条件とは して い な い た め で ある 。

（b）Y1構面 軸 組 図

断 面 ；梁 ：SOOmm 　x 　700mm （2〜R ），600mm 　x　l500mm 〔基 礎 ）

　　柱 ：650mm 　x 　650mm （全層 ）．耐 震 壁 ：tw　＝！250mm （全 層｝

　　　　 図
一1　解析建物モ デ ル

　　　　 表一1　各構面 の 主 筋量
構 面 階 主筋量 構面 部位 主 筋 量

非 ヒ ン ジ 部 20・D35Xl

（柱） 1 層柱脚 16“D35
X1

〔梁｝
〜R5 −D29

　 x1

（耐 震壁 ）
全層

DlODI3
＠ 200

ダブ ル

（縦筋）

R4 −D25
X2 〜X5

　（梁 ）
6〜75 −D25X2

〜X5

　（柱）

非 ヒ ン ジ 部 20−D35

2〜57 ・D25 1層柱脚 16−D35
〜R4 −D25

x6

（梁）
65 −D25

X6

（柱）

非 ヒ ン ジ部 20−D35

2〜56 −D25 1層柱脚 16・D35
非 ヒ ン ジ部 20・D35Y1

（柱） 1層柱脚 16・D35
Yl

〔梁）
〜

　 5・D29
〔外 ス パ ン ）

　 7−D29
〔内ス パ ン 〕

　 Y1

（耐震壁）
全層

DIOD13

＠ 200

ダブル

（縦 筋 1
R4 ・D25

Y2 ，　Y3

（梁）
6〜75 ・D25Y2

，　 Y3

（柱）

非 ヒ ン ジ 部 20・D35

2〜55 −D29 1 層柱脚 16・D35
〜R4 ・D25 非 ヒ ン ジ部 20−D35Y4

〔梁 ） 2〜65 ・D25
Y4

〔柱 11 層柱脚 16・D35
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基準 法偏 心 率 は
，

X 方 向 で は 0．180〜0，687，　 Y

方 向 で は 0．089〜O．486 とな り，各層 で 変動が大

きい 。偏心 の影響 を無視 した平面骨 組 の静的漸

増載荷解析 に よ り得 られた最上階変位が 1／100

で の X ，Y 方 向 の べ 一
ス シ ア

ー係数は それ ぞれ

0．625，0．531 で ある 。 建 物の モ デ ル 化は ， 剛床

仮定が成立する も の として 各方向で 構面を独立

に モ デ ル 化す る擬似立体 フ レ
ーム モ デル と し た 、

各部材は，中央に せ ん 断 ばね の 付 い た材 端剛塑

性ばね モ デル に よ りモ デル 化 した。接合部は剛

と仮定し，節点か ら部材フ ェ イ ス 位置まで剛域

とした。な お，各部材にお ける瞬間剛性 マ トリ

ッ ク ス の 作成 の 際 ， 梁お よび柱 には 逆対称 モ ー

メ ン トが
， 耐震壁 に は 一様 モ

ーメ ン ト分布 が作

用す ると仮定す る。図
一2 に各部材 の 復元 力特

性 を示す 。各部 材 の 曲げひ び 割れモ ーメ ン ト

Mc，降伏 モ ーメ ン ト 1略 お よび 耐震壁 の ひ び割

れせ ん断力 ρe は文献 5）に基 づ き算定 した。曲げ

ばねの 復元 力特性は 肋 keda モ デル
6）

， 耐震壁 の

せ ん 断 ばね の 復元 力特性は 原点指向型 モ デ ル を

用 い た。なお，梁 と柱 の せ ん 断ばね ，お よび柱

と耐 震壁 の 軸方向ばね は弾性 と仮定す る 。 また，

図一2（c）に示す よ うに，耐震壁 では終局せ ん断

強度が十分 に確保 され て い る もの とし ， せ ん断

ばね の 見か け 上 の 終 局耐 力 点  
’
（
・・2e

，）以 降も

ひ び割れ点 で の接線剛性 を保 つ と仮定する。

　 図
一3 に多層偏心骨組 モ デ ル と等価単層偏心

系 モ デル の 弾性固有モ
ー ド，固有周 期を示 す 。

こ こ で，図
一3中には，式（15）で得 られる各次モ

ー ド応答の 主軸方向
3）
をあわせ て示す。

　　　
tan　Vt　

’ 一

写脇 ／琴脇 　　　（15）
　　　rp、

T 一肪 1、
…
嚇 論 、

…
幅 ゐ、、

…婦 （16）

　 こ こ で ，
Φ1 ： は多層偏心骨組 モ デル の 弾性 i

次 モ
ー ドベ ク トル で あ る 。 こ こ で ，筆者 らの

一

連 の 研 究で は ， 各次 モ
ー

ド応答の 主軸方向は

各 々 の モ
ー ドの 等価質量が最大 とな る方向 と し

て 定義 して い る
4）

。 図
一3 よ り明 らか な ように ，

多層偏心骨組 モ デ ル と等 価単層偏心 系 モ デ ル で

は，固有周期お よび各次 モ
ー ド応答の 主軸方向

が 非常に良好に対応 して い る こ とがわか る。な

撫…・…ρ
゜1
磯 手一・・2腿 鼠・1・一・・…一 …・

　 i ．t
−
　　　　　 i ．・

「
　　　　 9c

’…一…一…
M ・

．購 ζ
齟” Mc

鹹石罵
”’

θ
．…kl… Ke

（a ・梁… 関 係

e
　

・b・
雋二膿

・・

、諡鑽職
　　　　　　図一2　復元 力特性

（a）多層偏心t 組モ デル

16tMod   65．4D 騾9．2nd　Mode 3rd　Mo 畠 　28．49

一32，0D ¢

TI昌o・432s τ
2
旨034Ls 73冒0・233s

　 　 　 　 　 　 （b）等価単層偏心系モ デ ル

　　　 図一3　各モ デ ル の 弾性モ ー ド形

お ，多層偏心骨組 モ デル にお い て 1 〜 3 次の 等

価質量比 の 和は，弾性 1 次モ
ー ド応答の 主軸方

向で は 0．795，こ れ と直交す る方向 で は 0．767 と

な っ て い る。

3．2． 入 力地 震動

　本検討で は地震動は 2 方向入力 とした 。 入力

地震動は模擬地震動 3組 とし，その 主軸成分は

告示 で 規定 され た極 め て 稀に生 じる地震動 で地

盤 種 別 を第 1 種 地盤 と し て 地盤 増幅 を簡便 に評

価 した 場合 の 設計用応答 ス ペ ク トル に ，副軸成

分で は主軸成分 の 設計用応答 ス ペ ク トル を 2t3

倍 した もの にそれぞれ適 合す るよ うに作成 した ．

模擬地 震動 で は 3 記録 （El　Centro　1940 （ELC ），

Hachinohe　1968 （HAC ） ，
FUkiai　1995 （FKI）） の

主軸 ・副軸成分 の 位相 特性 を用 い
， 継続時間は

60 秒 と して 作成 した 。 図
一4 に各模擬 地 震動 の

弾性加 速度応答 ス ペ ク トル （減衰定数 5％）を

示す。入 力方向は，図一3 に示 し た多層偏心骨

組 モ デ ル の 弾性 1次 モ
ー

ドの 主軸方向に主軸成

分を入力 し て その直交方向に副軸成分を入力 し

た 場合を Case 　L 弾性 1 次 モ
ー ドの 主軸方向 に

副軸成分 を入力 して そ の 直交方向に主軸成分を

入力 した場合を Case　2 と した。模擬地震動 1組

の 加速度オ
ービ ッ トを図

一5 に示 す。
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　数値積分法は Newmatk 一β法と し，積分時間刻

み は 0，002秒 とした。減衰は瞬間剛性比 例型 と

し， 弾性 1 次モ
ー

ドに対 して 3％ と仮定 した 。

4 ． 等価単 層偏心系モ デ ル の 応答性状

4．1， 多層偏心骨組 モ デ ル に おけ る構面 の 等価

　　　復元力 ・等価変位 応答

　 こ こ で は ，等価単層偏心 系モ デ ル に よ る 応答

の 推定 の 前段 階と し て ，多層偏心骨組 モ デル の

時刻歴 応答解 析 によ り得 られ た構 面 の 復元力

fRXi，　 fRYi及び変位 dXt，　 dn か ら式 （5）お よび式（6）

を用 い て 等価復 元力 cガ，gガ， 等価変位 dXi
’

，

dri
’
を求め ，各構面で独立 に実施 した静的漸増載

荷解析結果 と比較する。図
一6 に，Yl，　 Y4 構 面

お よび Xl，　 X6 構面に お い て ，静的漸増載荷解

析よ り得 られた等価復元 カー等価変位 関係を時

刻歴応答解析に よる最大 値 と比較 して 示す 、 図

一6 よ り ， 時刻歴応 答解析 によ る最大値 は ， 静

的漸増載荷解析 よ り得 られた等価復元 カ
ー
等価

変位関係 と良好に対応 して い る こ とが わ か る。

従 っ て ，各構面 で 独立 に行 っ た 静的漸増載荷解

析結果 に基づ き等価単層偏 心系 モ デル にお ける

構 面要素 の 等価復元カー等価変位関係を定める

こ とが妥当 で あ る と判断で きる。

4．2， 等価単層偏心系 モ デ ル に よ る応答の 推定

　図一7 に ，多層偏心骨組 モ デル と等価単層偏

心系 モ デル で の 各構 面最大等 価変位 を比 較 して

示す 。 図
一7（a），（b）よ り ， 等価単層偏心 系モ デ

ル に お ける各構面 の等価変位が多層偏心骨組 モ

デル と非常に良好 に対応 して い る こ とが わか る 。

なお ，図一7（a）と 図
一7（b）よ り 明 らか なよ うに ，

同一
の 入力地震動で あっ て も各構面 に生 じる最
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N
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図 一4　模擬地震動の 加 速度応答ス ペ ク トル
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図
一5　模擬地震動の オービ ッ ト （位相 ； HAC）

大応 答変位の 分布 は 地 震動の 主軸成分 の 入力方

向に よ り大 きく異な り，Case　1 で は Y 方向 の 柔

側構面 で ある X6 構面 の 変位が 大き くな る
一方，

Case　2 では Y 方向 の 剛側構 面 で あ る Xl 構面の

変位が大 きくな る 。 こ の 傾向は 図一3 に示 した

弾性 モ ー ド形 と対応 し た も の と なっ て い る。す

な わち，弾性 1 次 モ
ー

ド応答 の 主軸方向 に 地震

動 の 主軸成分が入 力 した Case　1で は 1 次 モ ー ド

応 答 が顕著 とな る
一

方，弾性 1 次モ ー ド応答の

主軸 方向 に地震動の 副軸成分が入 力 し た Case　2

で は 1 次モ ー
ド応答 よ りも 2次 モ

ー
ド応答 が相

対 的に 大き くな っ た と考え られ る 。

　図
一8 に，全解析 ケ

ー
ス に お い て 等価単層偏

心 系モ デ ル で推定 し た各構面 の 最大等価変位 ・

最大等価復元 力 と多層偏 心 骨組 で の 各構 面の最

大等価変位お よび最大等価復元力の 対応 を示す。
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図一6　静的漸増載荷解析に よ る構面 の 等価復元 カー等価 変位 と時刻歴応 答解析結果の 比較
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一7　各構面 の 等価高 さで の 最大応答変位 （位 相 ：HAC）

図
一8 よ り，解析ケ ース に よらず等価単層偏 心

系 モ デル に よ り各構 面 の 最大 等価変 位 ・最大等

価復元力 を推定可能で ある こ とがわか る。

　図
一9 に ，等価単層偏心 系 モ デル で推定 した

Y1 構面，　 Y4 構面お よび Xl 構 面 ，
　 X6 構 面で の

最 大層 間変形角お よ び 構面 の 各層負担せ ん断力

に つ い て 多層偏心 骨組 モ デル の 応答 との 対 応を

示 す 。
こ こ で ， 等価単層偏心系 モ デ ル にお ける

層 間変形角は，各構面 の 静的漸増載荷解析結果

に お い て 最大 等価変位 に対応する ス テ ッ プ で の

値で ある。図一9（a）よ り ， 構面 の 層間変形 角に

関 しては等価単層偏心系 モ デル の応答は多層偏

心骨組 モ デル の 応答 と概ね 良好に 対応 し て い る

事が わ か る。
一

方 で 図
一9（b）よ り構面 の せ ん 断

力 に関 して は ，等価単層偏心系 モ デル で の 推定

結果 が多層偏 心骨組 と比 較 し て 過小評価 とな る

場合 が見 られ る こ とがわか る 。

　 図一10に Y1 構面，　 Y4 構面お よび Xl 構 面 ，

X6 構 面 で の 各層の 最大層間変形 角お よび構 面

の 各層負担せ ん 断力 の 分布を，多層偏心骨組 モ

デル と等価単層偏心系 モ デル で 比 較 し て 示 す。

図
一10よ り，純 フ レ

ーム構面 で ある Y4 構面，

X6 構面に お い て は層 間変形角 ・負担せ ん 断力と

もに等価単層偏心系モ デ ル で の 推定結果は多層

偏心骨組 モ デル と概ね 良好な対応を示 して い る

も の の
， 連層耐震壁付 きフ レ

ー
ム 構面 で ある Xl

構面 ，
Yl 構面 で は両者 の 差が見 られ，特 に負担

せ ん断力 で は差が顕著 となっ て い る。こ の 要因

と し て は ，連層耐震壁付 き フ レ
ーム 構面 で は等

価単層偏心系 モ デル では考慮されて い な い 4 次

以上 の 高次 モ
ー

ド応 答 の 影 響が 顕 著と なっ て い
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　　 （多層偏心 骨組 モ デ ル ）　　（多層 偏 心 骨組 モ デル ）

　　 　　   層 間 変 形 角　　　　　（b）せ ん 断 力

図
一9 構面 の 層間変 形角 ・

せ ん 断 力 の 推定

る 事などが考え られ るが，今後 の 検討を要する 。

5，　 ま とめ

　本論文で は，各階平面が 同
一

形 状 で重心 が同

一鉛 直線上にあ り各構面が 全体降伏型 を形成す

る連層耐震壁 付 き多層偏心骨組 を対象 と し て ，

1 質点 3 自由度の等価単層偏心 系 モ デ ル へ の 縮

約 方法を示 した。次 い で ，本モ デル の 妥当性 を

非線形時刻歴応答解析 に よ り検証 した 。 結論 を

以 下に示す。

（1） 多層偏心 骨組 モ デ ル の 構面 で の 等価復元

　　カー等価変位関係 は ，各構面で 独 立 に行 っ
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　 　 Dr峨 （％ ）　　　　　　　　 D   t（％ ）　　　　　　　　　　　　　 Shear （MN ）

　 　　 　 　 （a）層 間変 形 角 　　　　　　　　　　　　　　　　 （b）せ ん断 力

　図一10　構面の 最大層間変形角分布 ・
せ ん断 力分布 （位相 ： HAC，

　　た 静的漸 増載荷解析結果 に よ る 等価復元

　　カー等価変位 関係 と良好な対応を示 した 。

　　従 っ て
， 構 面 の 静的漸増載荷解析結果 に基

　　づ き等価単層偏心系 モ デ ル に お け る 構 面

　　要素の 等価復 元カ ー等価 変位 関係 を定め

　　 る こ とが妥当 で あ る と考え られる。

（2） 本 論文で 示 し た 等価 単層 偏 心 系 モ デル を

　　用 い る こ とによ り， 連 層耐震 壁付 き多層偏

　　心 骨 組 の 等価 変位お よび構 面 の 等価復元

　　力 を概ね推定可能で あ る こ とを示 し た 。な

　　お ，構面 の 層問変 形角に つ い て は 概ね良好

　　な対応を示 して い るも の の ，構面 の せ ん断

　　力 に関 して は過小評 価す る場合 もあ り，今

　　後 の 検討を要する 。

　な お ，4 層の 連層耐震壁付き偏心骨組 に対 し

て も別途検討 した と こ ろ，本論 文 と同程度 の 推

定精度 とな っ た。従 っ て ， 現時点で の 検討範囲

で は 7 層程度以下で あれば本論文 で 示 した等価

単層偏心 系モ デ ル は 適用可能 と考え られ る。ま

た ， 文献2）と同様 に して ， 全 体降伏型を形成す

る連層耐震壁付き多層偏心骨組の応答を等価 1

自由度系 モ デル によ り推 定可能で あ る 。 これに

関 し て は 稿を改め て 述 べ る。
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